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町の人口 令和２年８月１日現在

世帯数 2,334戸 (＋１)

総人口 6,798人 (－14)

男 3,336人 (－９)

女 3,462人 (－５)

(７月中の異動)

出生 １人 転入 ７人

死亡 ９人 転出 14人

表
紙
の
写
真
は
、
８
月
９
日
(日
)に
実

施
さ
れ
た
町
内
有
志
団
体
に
よ
る
サ
プ
ラ

イ
ズ
花
火
の
打
ち
上
げ
に
お
邪
魔
し
た
時

の
も
の
で
す
。

実
は
こ
の
時
、
実
施
団
体
の
方
の
ご
厚

意
で
花
火
の
打
ち
上
げ
場
所
の
近
く
ま
で

入
ら
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
大
野
さ
ん
と
動
画
の

撮
影
の
た
め
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。
打
ち

上
げ
は
豊
田
、
海
谷
、
鷹
巣
の
順
で
行
わ

れ
る
段
取
り
で
、
私
た
ち
は
鷹
巣
の
打
ち

上
げ
場
所
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
な
ん
と

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
れ
ば
、
打
ち
上
げ

場
所
か
ら
ほ
ん
の
30
ⅿ
位
離
れ
た
場
所
で

撮
影
し
て
も
良
い
と
の
こ
と
。
想
像
以
上

の
近
さ
に
期
待
と
不
安
の
２
人
で
し
た
が
、

い
ざ
打
ち
上
げ
が
始
ま
る
と
空
一
面
に
広

が
る
大
迫
力
の
花
火
に
不
安
は
吹
き
飛
び
、

途
中
か
ら
当
初
の
目
的
を
忘
れ
て
楽
し
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
時
の
花
火
の
動
画
は
、
動
画
サ
イ

ト
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
「
た
つ
た
い
」
と

検
索
し
て
い
た
だ
く
と
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(松
)

※この人数は外国人も含めたものです。

海
谷
の
部
落
は
昔
、
最
上
川
の
ほ
と
り
の
地
蔵
屋
敷
と
い
う
場
所
に

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）、
く
る
日
も
く
る
日
も
雨
が
降
り
続
き
、

最
上
川
が
大
洪
水
と
化
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
海
谷
の
部
落
の

ほ
と
ん
ど
が
流
さ
れ
て
し
ま
い
、
命
び
ろ
い
し
た
部
落
民
は
、
再
び
流

さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
と
現
在
の
場
所
に
移
っ
た
の
で
す
。

そ
の
時
に
部
落
の
氏
神
と
し
て
奉
っ
て
お
っ
た
地
蔵
様
が
濁
流
だ
く
り
ゅ
う

に

流
さ
れ
、
日
本
海
ま
で
流
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
の
洪
水
が
お
さ

ま
っ
て
か
ら
夜
に
な
る
と
き
ま
っ
て
吹
浦
の
海
で
、
毎
晩
の
よ
う
に
海

の
上
で
光
る
も
の
が
現
れ
て
吹
浦
ふ
く
ら

の
人
々
を
不
思
議
が
ら
せ
た
の
で
す
。

さ
っ
そ
く
村
人
た
ち
は
神
様
に
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、

「
こ
れ
は
大
石
田
の
海
谷
部
落
か
ら
流
さ
れ
て
来
た
地
蔵
様
が
、
海
谷

に
戻
り
た
く
っ
て
、
人
々
に
自
分
の
居
場
所
を
知
ら
せ
る
の
だ
。」

と
い
わ
れ
ま
し
た
。
村
人
た
ち
は
急
い
で
光
る
所
に
行
っ
て
見
た
と
こ

ろ
、
海
の
底
に
地
藏
様
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
救
い
あ
げ
て
、
海
谷
の

人
々
に
知
ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
海
谷
部
落
の
人
々
は
、
最
上
川
に
舟

を
く
り
出
し
て
吹
浦
ま
で
地
蔵
様
を
迎
え
に
行
き
、
海
谷
部
落
に
戻
っ

た
と
こ
ろ
、
ま
さ
し
く
以
前
の
地
蔵
様
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
と

い
う
も
の
は
光
る
よ
う
な
こ
と
も
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

～
お

お
い

し
だ

の
と

ん
と

む
が

す
あ

っ
た

け
ど

⑪
～

海
谷

か
い
や

の
地
蔵

じ
ぞ
う

○
出
典
『
北
村
山
地
方
の
民
話

（
伝
説
編
一
）』

（
滝
口
国
也
／
編
著
、
東
根
市
民
話

の
会
／
刊
、
大
石
田
町
立
図
書
館

所
蔵
）

先
日
の
豪
雨
災
害
に
お
か
れ
ま
し
て
、
被

災
さ
れ
た
多
く
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
お
話
は
、
江
戸
時
代
の
大
洪
水
で

移
転
し
た
海
谷
地
区
に
ま
つ
わ
る
昔
話
で
す
。

江
戸
時
代
中
期
の
宝
暦
七
年
(一
七
五
七
)、

梅
雨
の
末
期
に
降
り
続
い
た
雨
に
よ
り
、
最

上
川
が
大
洪
水
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
宝
暦
七
年
の
大
洪
水

は
、
海
谷
村
だ
け
で
な
く
、
大
石
田
の
他
の
村
に
も
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
が
、
特
に
海
谷
村
は
未
曾
有
の
大
洪
水
と
な
り
ま
し
た
。

『大
石
田
町
史
史
料
編
五
』
に
あ
る
記
録
「
諸
願
覚
留
メ
帳
」
に
は
、

前
代
未
聞
の
大
洪
水
で
村
中
の
家
屋
等
が
流
出
し
た
こ
と
や
、
洪
水
か

ら
逃
れ
た
時
の
様
子
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
北
村
山
郡

史
』
に
「
海
谷
村
記
録
」
の
記
述
が
残
っ
て
お
り
、「
海
谷
村
ハ
元
丹

生
川
ノ
最
上
川
ニ
落
チ
合
フ
西
方
ニ
在
リ
、
現
今
ノ
豊
田
ト
丹
生
川
ヲ

隔
テ
、
相
對
セ
リ
、
寶
曆
ノ
大
洪
水
ニ
テ
滅
亡

、
一
村
今
ノ
海
谷
ニ

轉
住
ス
。」
と
、
宝
暦
の
大
洪
水
の
後
に
海
谷
村
が
移
転
し
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

今
回
の
お
話
の
中
で
、
地
区
の
氏
神
で
あ
っ
た
地
蔵
様
が
洪
水
に
よ

り
庄
内
の
吹
浦
地
区
ま
で
流
れ
着
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
洪
水
で

川
や
海
な
ど
に
流
れ
着
い
た
地
蔵
様
の
お
話
は
全
国
に
も
い
く
つ
か
み

ら
れ
ま
す
。
昔
か
ら
大
き
な
川
が
あ
る
地
域
や
水
害
が
多
い
土
地
に
こ

う
い
っ
た
お
話
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
が
、
最
上
川
も
川
の
氾
濫
や
洪

水
の
歴
史
が
あ
り
、
古
く
か
ら
川
が
人
々
の
暮
ら
し
と
結
び
つ
い
て
い

た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
様
々
な
伝
承
が
あ
っ
た
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

最
上
川
周
辺
の
洪
水
時
の
様
子
が
わ
か
る
貴
重
な
お
話
で
す
。

○
出
典
・
参
考
文
献

・
『北
村
山
郡
史
上
巻
』(北
村
山
郡
役
所
／
編
、
名
著
出
版
／
刊
)

・
『大
石
田
町
史
資
料
編
五
亀
井
田
・
横
山
地
区
史
料
Ⅰ
』

(大
石
田
町
史
編
集
委
員
会
／
編
、
大
石
田
町
／
刊
)
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豪雨災害に伴う重要なお知らせ豪雨災害に伴う重要なお知らせ
り災証明書・被災証明書の交付申請受付をしています

災害によって家屋等に被害があった場合、被災者支援措置制度を受ける際や保険金等の請求に必要となる「り災
証明書（災害で住居に被害があった方）」と「被災証明書（住居に被害がなく、住居以外の家屋や車、家財等々だ
けに被害があった方）」を交付します。
交付には申請が必要ですので、以下の期間で申請をお願いします。

◆申請期間／祝日を除く平日の午前８時30分～午後５時
◆申請場所／町民税務課４～６番窓口
※申請で来庁の際は、被災状況を撮影した写真（データでも可）をご持参ください。
※申請から１週間程度で郵送または窓口渡しで交付いたします。

■町民税務課 税務グループ ☎35-2111【内線127】

町税・国民年金保険料等の減免・免除制度があります
①町民税の減免

豪雨災害により、住宅等の価格の10分の３以上の損害を受け、町民税の納付が著しく困難であると認められる
場合に町民税の減免を受けられる場合があります。

②固定資産税の減免
豪雨災害により、所有する固定資産が著しく価値を減じた場合、損害の程度により固定資産税の減免を受けら

れる場合があります。
③国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保険料の減免

豪雨災害により、世帯の主たる生計維持者の事業収入等が対前年比10分の３以上の減少が見込まれる世帯の保
険料(税)の減免を受けられます。

④国民年金保険料の特例免除
豪雨災害により、住宅、家財、その他の財産についておおむね２分の１以上の損害を受けた方は、国民年金保

険料の納付を免除される場合があります。
⑤国民健康保険・後期高齢者医療の一部負担金、介護保険の利用料の支払い免除

豪雨災害により、住家の全半壊や床上浸水等の被災をされた方は、申請により保険医療機関等の一部負担金の
免除や介護保険の利用料の支払いが免除になる場合があります。

保険証や現金がなくても
医療機関等の受診や介護・障がい福祉サービスの利用ができます
◎医療機関受診時の窓口負担、介護サービスの利用料の免除について(期間：令和２年10月末まで)

大石田町に災害救助法の適用が決定されたことを受けて、町民の方で国民健康保険・介護保険・後期高齢者
医療・協会けんぽに加入している場合、住家の全半壊や床上浸水等の被災をされた方は、医療機関や介護サー
ビス事業所等の窓口でその旨をお申し出いただくことで、医療保険の窓口負担や介護保険の利用料について支
払いが不要となります。

■保健福祉課 ☎35-2111 保健医療グループ【内線136】／福祉グループ【内線132・133・135】

※この免除を受けるには、住家の全半壊や床上浸水等の被災が条件になりますので、医療機関等の窓口でお申し出
いただいた内容について、後日、ご加入の保険者から、確認が行われることがあります。

※入院・入所・通所時の食費や居住費などはお支払いいただく必要があります。

◎障がい福祉サービス等の利用料免除について(期間：終期は未定)
住家の全半壊や床上浸水等の被災をされた方は、障がい福祉サービス事業所等の窓口でその旨をご申告いた

だくことで、障がい福祉サービスの利用料や補装具費の利用者負担の支払いが不要となります。

種 別 担 当 課
町県民税（減免)
固定資産税（減免)
国民健康保険税（減免)

町民税務課 課税収納グループ ☎35-2111【内線125】

国民年金保険料（免除) 新庄年金事務所 ☎0233-22-2050
町民税務課 住民グループ ☎35-2111【内線122】

介護保険料（減免)
介護保険利用料負担金（免除) 保健福祉課 福祉グループ ☎35-2111【内線132】

後期高齢者保険料（減免)
国民健康保険一部負担金（免除)
後期高齢者医療の一部負担金（免除)

保健福祉課 保健医療グループ ☎35-2111【内線136】

※上記の要件や手続き方法等の詳細については、下記担当課までお問い合わせください。

掲載している情報は８月15日時点のものです。最新の情報はお知らせ版をご覧いただくか、担当課までお問い合わせください。
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石田町新作物開発研究会会員の工藤光男さん
宅の畑で７月17日(金)にヤマユリの鑑賞会が

行われました。
工藤さんは、研究会の海藤明会長の指導のもと、
９年前からヤマユリを種子から育てており、生育方
法の研究、改良を行い、今では300本もの生育本数
になりました。
工藤さんのヤマユリ畑には連日、一般の方や報道
関係の方など町内外から多く訪れ、夏の風物詩の大
輪の花を楽しんでいました。

大
大輪のヤマユリを楽しんで大輪のヤマユリを楽しんで

７月20日(月)に新たに任命された農業委員の方々へ村岡町長から任命書が手渡されました。また、
７月27日(月)に農地利用最適化推進委員の方へ間宮会長から委嘱状が手渡されました。農業委員、農
地利用最適化推進委員任期は令和２年７月20日から令和５年７月19日までの３年間です。

農業委員は、農地の売買や貸借などを行う際の許可、遊休農地に対する措置など、
農業者の利益を守る大切な役割を果たしています。農業委員

永登 登一 (駒籠)

農地利用最適化推進委員は、農業委員と連携して担い手へ
の農地集約、耕作放棄地の発生防止、新規就農者への支援活
動などを行います。

農地利用最適化推進委員

星川 松雄 (駒籠) 遠藤 史夫 (曙町) 斎藤 松吉 (岩ケ袋) 笹原 剛 (鷹巣１)

青木 忠弘 (大浦) 今野 悦子 (鷹巣２) 飛渡 孝 (来迎寺) 土屋 隆志 (川前) 髙橋 肇 (小菅)

髙橋 正子 (坂ノ上) 井上 和巳 (田沢)
菅原 直志 (今宿) 間宮 良一 (佐田町)
会長職務代理 会 長

髙橋 金雄 (上宿) 荒井 正壽 (来迎寺) 奥山 彦也 (里) 髙梨 芳一 (新山寺) 羽賀 茂 (庚申町)

工藤 秀春 (海谷) 芳賀 富弥 (豊田) 海藤 雅彦 (駒籠) 佐々木 義一 (白鷺) 海藤 義則 (次年子)

原流いけばなこども教室が、７月18日(土)に虹の
プラザで行われました。

小原流は、口の広い器(水盤)に材料を盛るように花を
展開させる「盛花」という新形式のいけばなで、今では
おなじみの水盤と剣山を使ういけばなは、小原流が始め
たものと言われています。
この日は、町内小学校の７人の児童が参加し、講師の
山本和子さんの指導を受けながら、普段は触れることの
できないいけばなの作法に苦戦しながら、小原流のいけ
ばなを楽しみました。

小
小原流いけばな子ども教室を開催小原流いけばな子ども教室を開催

ばの種まき体験が、８月５日(水)に大石田
南小学校前の畑で行われ、４年生の児童９

人が作業を体験しました。これは、横山地域農
地・水・環境保全組織の協力で毎年行われている
もので、指導者の井上邦義さんや小内英徳さんな
どから種のまき方を教わり、学校前の畑で種まき
を体験しました。
種まきが終わると、児童は教室で作業を振り返
り、そば種の特徴や種まきの際に感じたことなど
を絵と文字で書きまとめました。

そ
児童がそばの種まきを体験児童がそばの種まきを体験



令和２年度大石田町合同表彰式
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令和２年度大石田町合同表彰式令和２年度大石田町合同表彰式
令和２年度大石田町合同表彰式が７月27日(月)に役場大会議室で開催され、自治功労者
の方々に表彰状と記念品が贈られました。あわせて、企業優良従業員や卓越技能者の顕彰
が行われ、教育功労者や教育委員会関係の寄贈者の方々に感謝状が贈られました。
表彰された方々は次のとおりです。(順不同・敬称略)

自治功労者表彰
■髙 橋 敏 明 (農業委員会委員・15年)
■安 達 良 信 (文化財保護審議会委員・15年)
■矢 作 善 一 (広報委員会委員・10年)
■芳 賀 清 一 (区長・10年)
■後 藤 武 (公民館長・10年)
■佐々木 聡 (公民館書記・10年)
■一般財団法人東北地方郵便局長協会 (善行)
■青 木 恵美子 (善行)

町内企業永年勤続優良従業員
■菅 原 正 一 (株式会社最北工業)
■星 川 武 志 (株式会社最北工業)
■菅 野 善 夫 (株式会社最北工業)
■奥 山 政 志 (株式会社最北工業)
■阿 部 貞 次 (株式会社最北工業)
■青 木 眞 也 (株式会社最北工業)
■大 戸 常 彦 (株式会社最北工業)
■齋 藤 初 雄 (株式会社最北工業)
■奥 山 和 夫 (株式会社最北工業)
■榎 本 留 美 (株式会社最北工業)

卓越技能者
■寺 﨑 周次郎 (大工)

教育委員会関係感謝状
■株式会社佐々木建設
代表取締役 佐々木 恵一 (証書盆１個、指揮台１台)

■大場 洋一 (パワープロジェクター１セット)
■トヨタライン株式会社
代表取締役会長 齋藤 和博 (通学用帽子70個)

■伊 東 建 夫 (善行)
■大 石 英 子 (町職員・30年)
■高 橋 まゆみ (町職員・30年)
■早 坂 優 子 (町職員・30年)
■和 田 勉 (町職員・20年)
■海 藤 裕 (町職員・20年)
■横 尾 弘 美 (町職員・20年)

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

●国勢調査は、2020年（令和２年）10月１日現在、日本に住んでいるすべ
ての人及び世帯が対象です。

●９月中旬から、調査員がみなさまのお宅を訪問し、調査書類をお配りし
ます｡

●回答は、できる限りインターネットでお願いします｡
24時間いつでもスマートフォン、タブレット、パソコンから回答できま
す。（郵送も可能です。）

●国勢調査の結果は、災害時に必要な物資を備えたり、コンビニの出店計
画に利用されるなど、わたしたちの生活の身近なところに役立てられて
います。

●調査員をはじめとする国勢調査に従事する者には、統計法によって、個
人情報を保護するための厳格な守秘義務が課せられています。

まちづくり推進課 政策推進グループ ☎35-2111【内線223】

国勢調査については、「国勢調査2020総合サイト」をご覧ください。
https://www.kokusei2020.go.jp/

令和２年国勢調査を実施します令和２年国勢調査を実施します令和２年国勢調査を実施します

インターネット
回答期間 ９14 ➡月 10７水

調査票(紙)での
回答期間 ➡10７水

10１木
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～あなたの熱意を町の力に～
大石田町職員採用試験案内大石田町職員採用試験案内大石田町職員採用試験案内大石田町職員採用試験案内

募集職種 一般行政職(初級)

採用予定人数 若 干 名

受験資格 平成３年４月２日以降に生まれた者で高等学校卒業以上、または令和３年３月31日
まで卒業見込みである者で、採用された場合に大石田町内に居住できる方。

試験日程
【一次試験】 11月15日(日) 場所：大石田町役場

•教養試験 •作文試験 •職場適正検査
【二次試験】 12月中旬予定（詳細は一次試験合格者に通知します）

【申込書請求】 受験申込書は、町ホームページからダウンロードまたは町総務課総務グルー
プで交付します。なお郵便で請求する場合は、封筒の表に朱書きで「採用試
験申込用紙請求」と明記してください。封筒には、宛先を明記し140円切手
を貼った返信用封筒（角２サイズ）および電話番号等連絡先を記載した用紙
（様式は問いません）を同封してください。

【受 験 申 込】 受験申込書等の必要書類をそろえて、９月１日(火)～９月30日(水)に下記へ
申し込みください。郵送の場合は、当日消印有効です。
■〒999-4112 山形県北村山郡大石田町緑町１番地

大石田町総務課 総務グループ ☎35-2111(内線212)

受験
手続

平成13年度採用

青木
あおき

康宏
やすひろ

(産業振興課 主査)

農業に欠かせない農道や用排水
路などの整備や維持管理について、
農家の方と話し合いながら仕事を
しています。
農家の方たちの話を聞き、一緒

に困りごとを解決していけるやり
がいのある仕事だと感じています。

平成20年度採用

佐藤
さとう

輝幸
てるゆき

(総務課 主任)

町民の方からの要望に対して、
限られた予算の中で「どうやった
らできるか」をそれぞれの事業の
所管課と一緒に考え、事業を形に
していくところに緊張感と共にや
りがいを感じます。

平成30年度採用

奥山
おくやま

志保
し ほ

(教育文化課 主事補)

子ども達が毎日使用する教科書
の供給や、学校保健に関すること
など、子ども達の学校生活に直結
する業務のため、責任とやりがい
を感じています。

☎電話／35-3877
公式ＨＰ／http://niji.town.oishida.yamagata.jp/library/index.html “みんなでのりきろう”



毎月１日は ｢大石田町民交通安全行動の日｣

15 広報おおいしだ ２.８ 広報おおいしだ ２.８ 1415 広報おおいしだ ２.８ 広報おおいしだ ２.８ 14―― ――

小
豆
引
く
赤
き
愛め

豆
は
莢
に
入
る

青

木

ミ
サ
女

手
を
伸
ば
し
や
っ
と
拾
っ
た
落
ち
し
栗

五
十
嵐

隆

司

濁
流
に
倒
れ
盆
花
鎌
で
刈
る

柏

倉

ヤ
ス
子

避
難
指
示
タ
オ
ル
一
枚
夏
の
夜

木

村

満
喜
子

庭
の
お
き
な
草
い
や
茂
る
送
り
梅
雨

髙

橋

徹

梅
雨
明

つ

ゆ

あ

く
る
わ
に
る
女め

童わ
ら
べ

挨
拶

あ
い
さ
つ

し

星

川

紀
一
郎

梅
雨
晴
れ
や
と
ん
び
が
二
つ
輪
を
ゑ
が
き

榎

本

信

子

夏
に
咲
く
ひ
ま
わ
り
の
よ
う
懸
命
に
太
陽
に
向
か
い
生
き
て
い
き
た
い

鈴

木

智
恵
美

疫
病
は
百
年
毎
に
や
っ
て
来
る
い
ま
だ
医
学
は
追
ひ
か
け
る
の
み
か

八

鍬

キ
ク
ヨ

朝
顔
の
つ
る
を
ネ
ッ
ト
に
か
ら
ま
せ
て
伸
び
し
方
向
手
助
け
を
す
る

鈴

木

多
喜
子

精
霊
と
去
り
て
行
き
し
か
盆
明
け
て
今
朝
一
輪
も
あ
ら
ず
山
百
合

小

関

祐

子

珈
琲
を
淹
れ
る
動
作
が
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
の
だ
と
信
じ
る
夫

小

玉

春

歌

唄
っ
て
と
友
よ
り
親
御
の
「
祝
婚
歌
」
古
関
裕
而
の
楽
譜
が
届
く
(昭
和
十
七
年
作
曲
)冨

樫

榮
太
郎

過
疎
の
町
一
人
暮
ら
し
に
老
老
介
護
や
が
て
わ
が
身
か
妻
を
い
た
は
る

杜

匠

一

水
耕
も
ハ
ウ
ス
も
増
え
し
世
と
な
れ
ど
吾
は
土
耕
で
ト
マ
ト
を
つ
く
る

伊

藤

哲

夫

山
奥
に
育
ち
し
ゆ
ゑ
か
最
高
の
馳
走
と
思
ふ
も
つ
の
煮
込
み
は

海

藤

忠

男

俳

句

短

歌

日曜･休日急患の当番医
９月診療時間：午前８時30分～午後５時

家族の健康管理に気をつけて

日 当番医院名 電話

９月の主な行事予定

６日㈰ 神林内科小児科医院 (35)2202

13日㈰ 伊 藤 ク リ ニッ ク (23)3350

20日㈰ 中 央 診 療 所 (23)2010

21日㈪ 尾 花 沢 病 院 (23)3637

22日㈫ 加 藤 ク リ ニッ ク (22)9877

27日㈰ 後 藤 医 院 (35)2034

日 行 事 予 定
７㈪ 母子健康手帳交付・健康相談／午後１時30分／役場相談室

９㈬
心配ごと相談／午後１時30分～４時／社会福祉協議会

行政相談／午後１時30分～３時30分／虹のプラザ小会議室

10㈭ 年金相談／午前10時～午後３時／役場101会議室
※新庄年金事務所への事前予約が必要です。☎0233-22-2050

14㈪ 第３回大石田町議会定例会(～28日まで)

23㈬
無料法律相談(要予約)午後１時30分～午後４時／
社会福祉協議会

母子健康手帳交付・健康相談／午後１時30分／役場相談室

25㈮ 農業委員会総会／午前10時／大会議室

※都合により日程が変わる場合もありますので、
事前にお問い合わせください。

大石田町の交通事故発生状況
(令和２年１月１日～８月15日)
●発生件数 ９件 (±０件)
●負傷者数 ８人 (－２人)
●死亡者数 ２人 (＋２人)

※( )は前年比

死亡事故ゼロ死亡事故ゼロ5959日目日目
(８月15日現在)

人権擁護委員の委嘱状の交付式が、７月16日(木)
に役場応接室で行われ、東海林明夫さん(二丁目)に
委嘱状が交付されました。任期は令和２年７月１日
から令和５年６月30日までの３年間です。
法務大臣から委嘱された人権擁護委員は、人権を

尊重する考え方を町民の皆さんに知っていただき、
人権問題に対する正しい認識を広めるため、なんで
も人権相談所の開設や小・中学生に対する特別授業
などの活動をしています。

かもしかクラブが、７月９日(木)と20日
(月)に町内３つの保育園で行われ、ダミー人
形の「とびたくん」を使った衝突実験を行い、
園児が交通事故の怖さを学びました。
実験では、ダンプがクラクションを鳴らし
ながら猛スピードで人形に向かってきて、衝
突の瞬間の急ブレーキの音に思わず顔を背け
たり、泣き出す園児もいて交通事故の怖さを
学びました。

東海林明夫さんに
人権擁護委員委嘱状を交付
東海林明夫さんに東海林明夫さんに
人権擁護委員委嘱状を交付人権擁護委員委嘱状を交付

園児が交通事故の怖さ学ぶ園児が交通事故の怖さ学ぶ園児が交通事故の怖さ学ぶ

し
ょ
う
り
ょ
う

！注 意！
全国で豪雨災害に伴う義援金名目詐欺・

悪徳商法が発生しています！

被害にあわないために…
①自宅の電話は常時留守番電話に設定
②様々な手口を知り、家族やご近所などで
情報を共有

③少しでも「変だな」と感じたらまず相談


